
 
 
 
 
 
 
 

第 1696 回例会  

平成 24 年 3 月 19 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所 ４Ｆ 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング  「我等の生業」 

３．ゲスト紹介  

海南市体育協会会長 
カローリング協会長     瀬川 禎彦 様 

４．ビジター紹介  

   和歌山北ＲＣ 森本 芳宣 様 山下 茂男 様 

          初田 隆生 様 

５．出席報告 

会員総数 59 名 出席者数 38 名 

  出席率 64.41％ 前回修正出席率 77.97％ 

 

６．会長スピーチ      会長 田村 健治 君 

先週スピーチの中で、地震に対

する建物の耐震性について少々触

れましたが、近い未来に起きる可

能性が高いと予想されている大地

震。それに対する予防策の一つと

して耐震性の問題が重要視されつ

つあります。そこで本日は、高層

マンションについて、なる程と思

わせる情報が入ったので提供させていただきます。皆

さんご存知のように、高層マンションは、上へ行けば

行くほど値段が高くなります。理由は、騒音から逃れ、

日当たりや風通しは抜群で眺望も良いからです｡その

上 10 階以上になるとハエや蚊が飛んでこないそうで

す。東日本大震災以降、倒壊への恐怖や､エレベータ

ーなどのライフラインの停止により生活に影響が出

ることへの不安などから人気が薄れてしまっていた

高層マンションですが､震災からわずか 1 年で再び人

気を集めています｡震災への恐怖は大きくなる一方で

あるにも関わらず､なぜあえて高層マンションなので

しょうか。実は高さ 60ｍ以上の超高層建築物や免震

構造建築物は､通常の建築基準法に基づく建築確認で

はなく､より厳しい審査が行われる国土交通省の大臣

認定を受けることが必要とされているため､６０ｍ未

満のマンションよりも構造的にも機能的にも防災対

策が徹底されているのです。実際､昨年の東日本大震

災においても､建物の構造については大きな損害を受

けた例がないのだとか｡14・15 階建て以下の高層マン

ションには付いていないことが多い自家発電装置の

付いた非常用エレベーターや中央管理室は､20 階建

て以上のタワーマンションには必ずといって良いほ

ど設置されており､多くの物件には消防設備を監視す

る防災センターが併設されています｡さらに､中でも

免震マンションと呼ばれる物件は､免震構造に加え､

タワー棟直下の敷地の液状化対策も施されており､非

常用発電設備や防災備蓄倉庫、非常トイレ用マンホー

ルまで完備してあり、災害時にガソリン不足が続いた

としても不自由なく生活できるよう、レンタサイクル

や電気自動車の充電スペースも用意されているもの

もあり、特に人気が高いそうです。そんなタワーマン

ションを購入する際のポイントが一つ｡人気マンショ

ン､つまり“良い”マンションは棟内での買い替えが

多いそうです。例えば東向きから南向き､下層階から

上層階､また､より広い間取りへなど。地震の際の揺れ

具合や被害なども分かっており､マンション自体の住

み心地やサービス内容に満足しているからこその棟

内での移動と言えるためです｡物件を選ぶ際に､棟内

での買い替えが多いかどうかと尋ねてみるのも良い

かもしれません。価格や環境だけでなく、「安心感｣

も不動産選びでの必須条件となっている今日、ますま

す地震に備えた物件の需要が増えそうです｡しかし、

どんなに免震構造が施されていても、どんなに防災対

策が徹底されていても、100％の安全は有り得ません｡

免震､耐震の物件を探すからこそ、「明日地震が起きた

ら…｣ということは常に想定し､各々準備をしておく

必要があるのでしょうね。 

 
７．幹事報告         幹事 山畑 弥生 君 
○メイクアップ 

和歌山西ＲＣ 3 月 14 日 吉田昌生君  

○例会臨時変更のお知らせ 

有田南ＲＣ 4 月 3 日(火)→4 月 3 日(火)  
移動例会 ｢国分屋｣岩出町根来 

4月10日(火)→4月10日(火) 12:30~ 
｢橘屋｣ 

4月17日(火)→4月17日(火) 11:00~ 
｢橘屋｣創立 35 周年記念例会 
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８．委員会報告 
○社会奉仕委員会      委員長 魚谷 幸二 君 
 来週は献血例会になります。ご協力お願いします。 
 
９．ゲスト卓話 
海南市体育協会会長・カローリング協会長 

瀬川 禎彦 様 
皆さんこんにちは。本日は、東

ロータリークラブの例会にお招

き頂きありがとうございます。皆

様方は、平素は多大の社会貢献に

寄与されておられることに、まず

もって感謝申し上げます。本日は、

和歌山国体の海南市における、デ

モンストレイション競技｢カローリング｣について、ご

紹介をさせて頂きます。 

まず、カローリング競技についてビデオをご覧くだ

さい。そして、これは、ジェットローラと得点ポイン

トゾーンです。これらは、オリンピック競技でお茶の

間にも人気のあった｢カーリング｣にヒントを得て名

古屋の鋼鉄業者がニュースポーツとして開発したと

聞いております。この競技を海南市における、デモン

ストレイション競技に選んだ理由についてお話させ

て頂きますが、始めに自己紹介をさせて頂きます。 

 私は現在、海南市体育協会の運営にかかわっており、

個別には海南市カローリング協会の理事をさせて頂

いています。そして、ＮＰＯ法人 下津スポーツクラ

ブの運営をしています。会員数 150 名、種目は空手、

ヨガ、太極拳、テニス、社交ダンス、一輪車、ストレ

ッチ体操、カヌー、バレー、キッズ運動教室等 15 の

事業を行っています。また、下津ＤＨＣクラブ（ボラ

ンティア団体）では、国際交流部会において韓国語教

室を開校し、イベント部会では、下津町の国宝等を会

場にコンサートを開催し紹介しています。環境美化部

会では、地元の地場産業を紹介するハイキングコース

を設定し県外からも参加してもらっています。みかん

農家、ハモ料理、ワカメ、シラスのお弁当、シラス加

工場、ボランティア部会では、国道の花植と古切手の

回収を行っています。また、ライオンズクラブでは、

和歌山ゴールドライオンズクラブに所属し、現在は和

歌山国体の推進事業としてソフトバンクの小久保選

手をお招きし、少年野球教室を予定しています。以上

の活動に関わる中、体育協会では、スポーツに親しめ

るまちづくりに向けて、海南市スポーツ振興基本計画

で 10 年先を見つめ教育委員会に答申いたしました。

その中に、市民の豊かなスポーツライフを築き、成人

の週1回以上のスポーツ実施率50%を目標としていま

す。海南市でのスポーツ実践の現況は｢週 1回以上（1

回 30 分）の運動を行っている人｣の割合は 27.8%であ

り県の39.8%を大きく下回り低い水準に留まっていま

す。こうした現状をふまえ、競技団体および各種スポ

ーツ団体に加盟していない人達、又は、スポーツの苦

手な人達に、身近に楽しく、ゲーム感覚でスポーツを

楽しんで頂くよう参加を呼びかけました。※オリンピ

ック種目中で、お茶の間でも人気のありました、カー

リング（チーム青森）競技を

改良したカローリングを選び

ました。協会では、公民館を

中心に 12 施設（老人施設を含

む）において、出前教室を開

催しました。開催日は平成 21

年度事業で 8 月～1 月 6 ヶ月 

月 2 回。また、下津スポーツ

クラブでは、スポーツ少年団

に加入していない、スポーツの苦手な子供のために、

キッズ運動教室をこの春から取り入れました。結果、

のべ 2,000 人参加があり、多くの方と交流が深まりま

した。各施設とも 2階に会場があり、用具の運搬が大

変でした。会場前でのお出迎えを頂くと共に用具の運

搬と設営について、お手伝いを頂き助かりました。今

も自主的にスポーツを楽しんでおられ、カローリング

大会にも参加頂いており、和歌山国体には参加し参加

バッチを貰おうと張り切っています。また、養護老人

ホームでは、当初、介護が必要な人達が、知らぬ間に

介護の必要がなくなり、熱中してゲームに取り組むよ

うになりました。老人施設での介護のあり方について、

勉強になりましたと施設長さんに喜んで頂きました。

以上の事業について、文部科学省より参加機会の創出

を高く評価して頂き、ＮＨＫでも近畿圏内で取り上げ

て頂きました。また、読売新聞では｢滑る円盤・笑顔

と遭遇｣をタイトルとして大きく取り上げて頂きまし

た。そして、和歌山国体では、海南市のデモンストレ

イショプン競技としてカローリング競技の認定を頂

きました。 

昨年 11 月に、東日本大震災の被災者に慰問を兼ね、

元気をお届けしようと、家内と車にカローリングの用

具を積み込み、計画しておりましたが、脳梗塞により

入院し事業を断念しました。本日の報告の中、少し後

遺症もあり、お聞き苦しい点も多々ありましたが、失

礼をお許し頂き。私の発表を終わらせて頂きます。あ

りがとうございました。 

 

10．閉会点鐘 

 
次回例会 

  第 1697 回例会 平成 24 年 3 月 26 日(月) 
     12：30～ 海南商工会議所 ４Ｆ 
            献血例会  
 
 
 
 
平尾 寧章君  和歌山北 RC の皆さん。有難うござい

ます。 

森本 芳宣様  本日はよろしくお願いします。 

山下 茂男様   〃 

初田 隆生様   〃 

(和歌山北 RC)  

会報委員会    委員長：寺下 卓  副委員長：千賀 知起  委員：朝井 修  奥村 匡敏  大谷 徹


